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理
工
学
部
教
員
に
よ
る 

自
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紹
介

理
工
学
部
教
員
に
よ
る 

自
著
紹
介

　

私
た
ち
は
モ
ノ
に
囲
ま
れ
て
生

活
し
て
い
ま
す
。
こ
の
『
理
工
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
』
も
モ
ノ
で
す
ね
。
何
で

で
き
て
い
ま
す
か
？　

紙
で
す
ね
。

こ
こ
で
疑
問
を
終
え
な
い
で
、
さ
ら

に
問
う
て
み
ま
し
ょ
う
。
紙
は
何
で

で
き
て
い
ま
す
か
？　

セ
ル
ロ
ー

ス
と
い
う
高
分
子
で
す
。「
高
」
分

子
と
い
う
の
は
、「
高
い
」
分
子
で

は
な
く
、
数
多
く
つ
な
が
っ
た
分

子
と
い
う
意
味
で
す
。
セ
ル
ロ
ー
ス

は
「
ブ
ド
ウ
糖
」
と
呼
ば
れ
る
分
子

が
数
多
く
つ
な
が
っ
て
で
き
て
い
ま

す
。
ブ
ド
ウ
糖
は
、
６
個
の
炭
素
原

子（
Ｃ
）、
12
個
の
水
素
原
子（
Ｈ
）、

６
個
の
酸
素
原
子
（
Ｏ
）
が
、
あ
る

決
ま
っ
た
つ
な
が
り
方
（
図
に
描
け

ば
わ
か
り
や
す
い
で
す
が
）
で
結
び

つ
い
た
も
の
で
、C

6 H
12 O

6

と
表
さ

れ
ま
す
。
面
白
い
の
は
ま
っ
た
く
同

じC
6 H

12 O
6

で
も
、原
子
の
つ
な
が 

り
方
が
違
え
ば
ま
っ
た
く
違
う
性
質

を
持
っ
た
分
子
に
な
る
し
、
同
じ
ブ 

ド
ウ
糖
が
つ
な
が
っ
た
高
分
子
で

も
、
つ
な
が
り
方
が
違
え
ば
、
デ
ン

プ
ン
に
な
り
ま
す
。
人
間
に
と
っ
て

は
、セ
ル
ロ
ー
ス
は
食
べ
ら
れ
ま
せ

ん
が
、
デ
ン
プ
ン
は
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　
『
理
工
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
』
を
手
に

す
る
目
的
は
、
も
ち
ろ
ん
紙
を
眺
め

る
こ
と
で
は
な
く
て
、
文
字
を
読
む

た
め
で
す
。
文
字
の
イ
ン
ク
も
モ
ノ

で
す
。
こ
れ
は
、
炭
素
原
子
を
主
と

し
て
酸
素
原
子
や
水
素
原
子
が
複
雑

に
つ
な
が
っ
た
固
体
で
す
。「
分
子

で
は
な
い
の
？
」
と
い
う
疑
問
が
湧

き
ま
す
が
、
こ
れ
は
モ
ノ
の
本
質
的

な
違
い
と
い
う
よ
り
は
、
分
類
の
都

合
の
問
題
で
、
原
子
の
つ
な
が
り
方

に
境
目
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
も
の

を
分
子
と
呼
ん
で
、
境
目
が
は
っ
き

り
し
な
い
も
の
は
そ
う
呼
ば
な
い
習

慣
な
だ
け
で
す
。
原
子
が
つ
な
が
っ

て
で
き
た
モ
ノ
に
は
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
同
じ
く
Ｃ
、
Ｈ
、
Ｏ
か
ら
で
き 

 

て
い
る
の
に
、
紙
は
真
っ
白
で
イ
ン

ク
は
真
っ
黒
な
の
は
ど
う
し
て
で
し

ょ
う
？　
そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
モ

ノ
の
中
に
あ
る
電
子
の
状
態
が
違
う

の
で
す
。
同
じ
原
子
で
も
つ
な
が
り

方
が
違
え
ば
、
そ
こ
に
い
る
電
子
の

状
態
が
違
い
、
電
子
の
状
態
が
違
え

ば
、
光
の
吸
収
し
や
す
さ
が
違
う
と

い
う
理
屈
で
す
。
電
子
は
光
を
吸
収

し
て
、
光
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
奪
っ
て

自
分
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
い
状
態
に

な
り
ま
す
。
青
か
ら
赤
ま
で
目
に
見

え
る
あ
ら
ゆ
る
光
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

吸
収
す
る
電
子
を
含
む
モ
ノ
を
、
人

間
は
「
黒
い
」
と
認
識
し
ま
す
。

　
こ
こ
か
ら
が
面
白
い
と
こ
ろ
な
の

で
す
が
、
字
数
の
制
限
が
き
て
し
ま

い
ま
し
た
。
続
き
が
知
り
た
い
？　

え
っ
、ほ
か
の
モ
ノ
に
つ
い
て
も
も

っ
と
知
り
た
い
？  

は
い
、『
化
学
入

門 

―
日
常
に
役
立
つ
基
礎
知
識
―
』

を
ど
う
ぞ
。

「
お
う
ち
時
間
」
に
読
書
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

せ
っ
か
く
な
の
で
、
い
つ
も
の
ジ
ャ
ン
ル
以
外
に
も
目
を

向
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
理
工
学
部
の
教
員
が
執
筆
し
た 

「
一
般
向
け
」
書
籍
を
、
著
者
自
ら
が
紹
介
し
ま
す
。

「
大
学
の
先
生
が
書
い
た
本
な
ん
て
難
し
そ
う
」
と
言
わ

ず
、
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

意
外
な
学
び
や
楽
し
さ
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 大月　穣　物質応用化学科教授

化学入門
―日常に役立つ基礎知識―
大月　穰 著／東京化学同人 
2016年 5月発行　1,980円（税込）

鍾乳洞では次の反応が進んだり戻ったりしながら、奇妙な石
の塊が100年に１cm くらいのペースで成長します。
CaCO3 + H2O + CO2 ⇄ Ca2+ + 2HCO3

–
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学
部
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

構
想
の
楽
し
み
、 

　
具
現
化
の
ス
ス
メ 

 

―
実
現
ま
で
の
物
語
―

理
工
学
部
長 

精
密
機
械
工
学
科
教
授

青
木 

義
男　

　

日
本
大
学
の
教
育
理
念
は
「
自

主
創
造
」
で
す
。
創
造
の
意
味
合
い

は
、
例
え
ば
藝
術
学
部
で
は
発
想
し

た
イ
メ
ー
ジ
を
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で

表
現
す
る
こ
と
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
２
０
０
４
年
に
藝
術
学
部
デ
ザ

イ
ン
学
科
と
理
工
学
部
の
学
生
で
、

Ｅ
ｖ
エ
コ
ラ
ン
カ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
と

製
作
、
競
技
会
へ
の
出
場
ま
で
を
学

部
連
携
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

実
施
し
ま
し
た
。
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
か

ら
外
装
デ
ザ
イ
ン
ま
で
は
藝
術
学
部

生
が
担
い
、
人
を
乗
せ
て
動
く
部
分

は
理
工
学
部
生
が
担
当
し
て
、
豊
田

ス
タ
ジ
ア
ム
の
競
技
会
に
出
場
し
ま

し
た
。
競
技
会
当
日
に
藝
術
学
部
の

学
生
た
ち
が
、「
自
分
た
ち
の
デ
ザ

イ
ン
が
動
い
て
い
る
の
っ
て
感
動
で

す
！
」
と
目
を
輝
か
せ
て
喜
ん
で
い

た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
理

工
学
部
の
学
生
た
ち
は
、
ド
ラ
イ
バ

ー
が
乗
れ
る
ス
ペ
ー
ス
を
基
本
に
し

て
駆
動
制
動
系
、
操
舵
系
、
構
造
系

の
す
べ
て
を
決
め
ら
れ
た
設
計
要
件

の
範
囲
で
最
大
限
の
性
能
を
引
き
出

せ
る
よ
う
機
構
を
考
え
、
組
み
立
て

精
度
を
考
慮
し
た
設
計
を
行
い
、
自

ら
成
型
加
工
し
て
組
み
立
て
、
試
験

走
行
、
改
良
す
べ
て
を
競
技
会
当
日

に
間
に
合
う
よ
う
工
程
表
を
作
成

し
、
２
時
間
を
完
走
で
き
る
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
ま
で
創
り
上
げ
ま
し
た
。
こ

れ
が
、「
表
現
で
き
る
人
」
と
「
構
想 

・
具
現
化
で
き
る
人
」
の
違
い
で
す
。

　

社
会
に
興
味
関
心
を
も
た
せ
る
に

は
表
現
で
き
る
力
が
必
要
で
す
。
た

だ
、
人
々
に
実
現
可
能
性
を
実
感
さ

せ
る
に
は
構
想
し
具
現
化
で
き
る
技

術
力
が
絶
対
的
に
必
要
で
す
。
そ
し

て
、
構
想
力
と
具
現
化
力
は
失
敗
と

成
功
の
経
験
を
積
み
重
ね
な
い
と
身

に
つ
か
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
のSociety5.0

（
超
ス
マ
ー 

ト
社
会
）
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
設

計
要
件
の
下
で
豊
か
で
幸
福
な
社
会

を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
壮
大
な
構

想
を
立
て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ん
も
理
工
学
部
の
専
門
教
育
で
構

想
力
を
培
い
、
充
実
の
教
育
研
究
施

設
（
実
験
施
設
等
）
設
備
を
１
２
０

％
活
用
し
て
失
敗
・
成
功
を
通
じ
た

具
現
化
力
を
養
い
、
壮
大
な
構
想

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
の
「
実
現
可
能 

性
」
を
示
せ
る
科
学
技
術
者
を
目
指

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

道
路
は
も
っ
と
も
身
近
な
交
通

施
設
で
す
。

　
皆
さ
ん
が
大
学
へ
通
う
と
き
、
ア

ル
バ
イ
ト
や
遊
び
に
出
掛
け
る
と

き
に
、
自
分
の
家
か
ら
一
歩
外
に
出

る
と
そ
こ
は
も
う
道
路
で
す
。
道
路

は
、
空
気
と
同
様
に
あ
っ
て
当
た
り

前
の
よ
う
な
存
在
に
な
っ
て
い
る

た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
そ
の
存
在

を
意
識
し
ま
せ
ん
。
あ
っ
て
当
た
り

前
の
道
路
に
少
し
で
も
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
、
本
書
を

交
通
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
下
川
澄
雄

教
授
、
山
中
光
一
助
教
と
私
の
３
名

で
執
筆
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
が
普
段
、
歩
い
た
り
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
を
し
た
り
、
自
転
車
や
オ

ー
ト
バ
イ
、
自
動
車
で
走
行
し
て
い

る
道
路
の
下
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
道
路

は
い
ず
れ
も
見
た
目
は
同
じ
よ
う
に

見
え
ま
す
が
、
そ
の
道
路
の
地
域
性

や
用
途
（
役
割
）
に
よ
っ
て
、
す
べ

て
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　
わ
が
国
の
国
土
は
、
四
方
を
海
で

囲
ま
れ
て
い
る
の
で
、
太
古
の
時
代

に
は
、
陸
上
交
通
（
道
路
）
よ
り
海

上
交
通
の
方
が
発
達
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
明
治
時
代
に
入
る
と
、

鉄
道
網
の
整
備
が
優
先
的
に
行
わ
れ

た
と
き
も
あ
り
ま
し
た
。

　
歴
史
的
に
見
る
と
、
紀
元
前
に
整

備
さ
れ
た
山
陽
道
が
わ
が
国
最
古
の

人
工
的
に
作
ら
れ
た
道
路
と
言
わ
れ

て
お
り
、
大
化
の
改
新
を
き
っ
か
け

に
中
央
政
府
が
あ
る
都
を
中
心
に
大

路
・
中
路
・
小
路
の
制
度
が
定
め
ら

れ
、
こ
れ
が
わ
が
国
に
お
け
る
道
路

制
度
の
始
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

道
路
は
、
元
々
原
始
人
が
、
食

物
を
探
し
求
め
て
、
草
原
を
行
き

帰
り
し
て
い
る
う
ち
に
草
木
が
踏

み
分
け
ら
れ
、
石
を
取
り
除
い

て
で
き
た
小
道
が
起
源
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
物

の
運
搬
に
牛
馬
を
利
用
す
る
よ

う
に
な
る
と
、
な
る
べ
く
牛
馬

の
疲
れ
を
な
く
し
、
効
率
を
上

げ
る
た
め
に
道
路
を
改
良
す
る

よ
う
に
な
り
、
や
が
て
、
運
搬

の
手
段
と
し
て
自
動
車
が
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
自
動
車

の
重
量
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
な
人
工

的
路
面
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

道
路
に
関
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、

交
通
・
土
木
系
の
学
生
以
外
で
も
十

分
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
で
き
る
だ

け
や
さ
し
い
言
葉
で
解
説
す
る
よ
う

に
心
が
け
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
交
通

工
学
や
土
木
工
学
を
目
指
そ
う
と
す

る
高
校
生
や
、
一
般
の
方
に
も
読
み

や
す
い
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 峯岸 邦夫　交通システム工学科教授

今日からモノ知りシリーズ 
トコトンやさしい 
道路の本
峯岸邦夫 編著／日刊工業新聞社
2018年10月発行　1,650円（税込）

日
刊
工
業
新
聞
社 

提
供



理 工 サ ー キ ュ ラ ー 　 N o . 1 8 8 4

　建築史の分野の研究を専門にしてい
ますが、学術誌や専門的な論集などへ
の寄稿とは別に、一般の方を主たる読
者とする概説書を執筆する機会があり
ます。
　建築は、専門家の中のみで語られる
だけでなく、その魅力や歴史的な価値
を一般の方に広く知っていただき、共
有してもらうことが大切です。筆者も
DOCOMOMO Japan（ドコモモ・ジ
ャパン）という近代建築の保存や記録
を担う団体で啓蒙・普及活動に携わっ
ていますが、一般の方の関心と専門家
の目線とのあいだに隔たりが生じ、建
築の保存活動の際などにそうした問題
が露見してしまうことも少なくありま
せん。いま、社会の中で建築はどのよ
うに受けとめられているのか、建築の
魅力について一体どのように語りかけ
ていけばよいか、こうした点に専門家
はより関心を向けていかなければなら
ないと感じています。
　『世界でいちばん素敵な建築の教室』

は、このような問題意識をまさに反映
した企画で、川嶋勝先生（短期大学部
建築・生活デザイン学科助教）ととも
に監修を担いました。大きな特徴は、
Ｑ＆Ａ形式でわかりやすく建築の成り
立ちを解説している点です。「名建築
ってなにから見たらよいの？」「どん
な建築を『近代建築』と呼ぶの？」「気
候によって建材はどう違うの？」など
の質問に対し、その解答と簡単な解説
が、代表的な建築作品の写真とともに
語られていきます。また、これらの写
真はオールカラーで、世界の名だたる
建築をはじめ、現代建築のダイナミッ
クなデザインも取り上げ、いずれも見
応えのあるものばかりです。一般の方
の目をまず捉え、そして、建築の「な
ぜなの？」に簡潔に、しかし専門的な
観点も踏まえ答えているところがこの
本の魅力かもしれません。
　実はことの始まりは、見知らぬ編集
者からの一本のメールでした。実際に
お会いして話をうかがうと、研究室の

かつての卒業生と親戚同士とのこと
で、私の名前が候補に挙がったとのこ
とでした。日大理工の「つながる力」
をあらためて感じたプロジェクトで
もありました。

紹介されていなく、どのように実践し
ているのか、その準備や運営を含めた
プロセスを紹介した。とくに、クラウ
ドファンディングなどの資金調達方
法・収支や仮設空間のデザイン、ア
クティビティの調査、プロセスデザ
インなど細かなデータも紹介してい
る。二つ目は、「つながる Days」で
ある。大阪府堺市にある泉北ニュータ
ウンで、南海電鉄が大阪府が所有する
ショッピングセンターを購入したこと
で、広場をリニューアル整備。整備後
に、ニュータウンに住む市民に愛着を
持ってもらうために、愛される広場に
していくための市民のプランを募った

市民マーケットの事例である。日本に
もマルシェやマーケットは増えてきた
が、一過性のものや販売促進のものが
多い。しかし、人口減少・少子高齢化
した街を再生するためには相当な知恵
が必要である。そこで、ニュータウン
に住む市民が主体的に、愛する広場に
なるための市民マーケットが「つなが
る Days」なのである。そういった企
画から運営、家具デザインや空間レイ
アウトまでの実践者のこだわりを紹介
している。
　ぜひ、実践者はもちろん、学生にも
将来のプロジェクトのイメージ付けと
しても役立ててほしい。

 田所 辰之助　建築学科教授

世界でいちばん素敵な建築の教室
田所辰之助・川嶋 勝 監修／三才ブックス
2019年 7月発行　1,650円（税込）

「壁は部屋を仕切るだけのもの？」（A. レーモンド
設計「聖アンセルモ目黒教会」、筆者撮影）
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　公共空間の活用が注目される近年、
どのように実践をしているのか？　実
践者側の試行錯誤や手法・ノウハウの
共有がよく議論されている。本書は、
公共空間活用の 11 のレシピ（事例）
から 66 の手法を導き出した、実践者
に向けた指南書である。また、出版時

期が新型コロナウイルス感染症の時期
にも重なったこともあって、これから
の公共空間についてのあり方や、この
レシピ本の使い方などの座談会を収録
している。
　編著として、ランドスケープデザイ
ナーとして著名な平賀達也さん、コミ

ュニティデザインが専門の山崎亮さ
ん、建築家の西田司さん、編集者の樋
口トモユキさん、パブリックスペー
ス・エリアマネジメントが専門の泉山
が関わり、座談会のほか、レシピの選
定、取材、手法の選定などを議論しな
がら進めた本である。筆者が編著とし
て関わった、初めての本である。
　筆者は、この中で２つのレシピを紹
介した。一つ目は、「パブリックライ
フフェスさいたま新都心 2018」であ
り、自身が関わったパブリックスペー
スの社会実験である。全国でパブリッ
クスペースを再生するために社会実験
が行われているが、その手法はあまり

　本書は、「初めて図面に触れる方が、
図面を読むために必要なこと」に重点
を置いて書かれたものです。ここで対
象としている図面とは、機械、電子機
器、文房具、日用品など、身の回りに
あるさまざまな“もの”に関する図面
です。機械工学分野のエンジニアにと
っては、図面の読み書きは必須のスキ
ルですが、それ以外の分野の方々にと
っても図面を読む機会は意外と多いと
思います。例えば以下に示すように、
さまざまな分野において図面を読む機
会があると思います。
例） 購買部：自社の製品開発に必要な

部品や素材を外部から調達する際
に、図面を読んで最適なものを選
定する必要がある。

　　 管財部：設備の導入や修繕計画の
際に、図面を読む必要がある。

　　 営業部：商談の際、図面をもとに
自社製品を説明する必要がある。

　　 製造部：図面を読んで製造・組み
立て・検査を行う。

　このように、図面を読む力は、機械

を設計・開発するエンジニアだけに必
要な特殊技能ではなく、広い意味で 

“もの”に関係する多くの方に必要な
スキルだと言えます。
　本書では、JIS（日本産業規格）に
基づく図面のルールに従って、図面の
読み方をやさしく説明しています。例
えば、図面に用いる「形状の表し方」、

「線の種類」、「寸法の入れ方」、「精度
の示し方」、「材料の指示法」など、さ
まざまな決まりがあります。言い方を
変えると、これらを理解すれば、図面
が読めるようになります。
　下図は、機械部品を例にとって、そ

の図面と実物写真を示しています。こ
の図面と実物は、日本大学習志野高等
学校との高大連携教育プログラムの
一環として、当時同校の３年生であっ
た田中美咲子さん（現・機械工学科）
が描き、日本大学理工学部理工学研究
所工作技術センターで製作したもの
です。本書を読むことで、このような
図面を読んで、実物の品物をイメージ
できるようになります。図面が読めれ
ば、簡単な品物の図面を描けるように
もなります。本書を、図面の読み方を
学ぶ方の初めの一歩として、ご活用い
ただければ幸いです。

 飯島 晃良　機械工学科准教授

はじめてでもよくわかる！図面の読み方
飯島晃良 著／成美堂出版
2019年10月発行　1,760円（税込）

理 工 学 部 教 員 に よ る  自 著 紹 介

 泉山 塁威　建築学科助教

楽しい公共空間をつくるレシピ
プロジェクトを成功に導く66 の手法
平賀達也・山崎 亮・泉山塁威・樋口トモユキ・西田 司 編著／ユウブックス
2020年 7月発行　2,750円（税込）

機械部品の図面と、その図面をもとに製作された実
物写真の例
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て、その最終成果としてまとめた。
　本書の特徴は、一般的に地域資源が
乏しい「近郊都市」において、そのよ
って立つ地域資源を“住民”という前
提に立ち、住民自らのライフスタイル
によって“おしゃれなまち”を多種多
様に創出するという「シビックプライ
ド」をキーワードとして、執筆者それ
ぞれの専門的見地からそのあるべき方
途を論じている。内容は２部構成にな
っており、前半は理論編として一般的
な「近郊都市」のあるべき方途を述
べ、後半は「実践編」として執筆者ら
で取り組んだ事例調査等の成果を紹介
する。私自身は、第１部では「水辺の

成り立ちと“おしゃれの舞台”として
の水辺空間整備」と題し、「水辺のま
ちづくり」という見地からシビックプ
ライドについて論じており、“住民が
つくるおしゃれな水辺”の原形として

「ウォーターフロントプロムナードの
源流」をはじめ、水辺の“辺

べ

”という
語が有する空間概念や、水辺の整備タ
イプ別に見た空間的魅力について紹介
する。第２部では、近郊都市のモデル
として「埼玉県戸田市」を取り上げ、
本市における“まちづくりビジョン”
とともに、地域の景観資源をいかした 

“住み続けたくなるまちづくり戦略”
について提言を行っている。

　明治神宮は、1920 年、明治天皇を
お祀りするために創建され、2020 年
に造営から 100 年を迎えました。今
は鬱蒼とした杜が広がっていますが、
100 年前の代々木の地は荒地でした。
この荒地を現在の姿へと変えたのは、
当時における最先端の知識や技術を海
外から持ち帰った造園学・林学の研究
者や技術者たちでした。
　明治神宮境内は内苑と外苑に分か
れ、私たちが普段明治神宮と呼んでい
るのが「内苑」です。約 70ha に及ぶ
内苑は、全国各地より献木された 10
万本以上の樹木が、全国青年団の勤
労奉仕によって植樹され、「聖なる森」
として整備されています。対して外苑
は、民間有志による明治神宮奉賛会が
中心となり、国民からの寄付と全国青
年団の勤労奉仕によって絵画館や競技
場、野球場を中心とする「俗」の空間
として整備されました。この内苑と外
苑は、表参道と裏参道（現在は首都高
速道路に覆われる）とで結ばれた表裏

一体の空間として存在します。
　この計画は『明治神宮御境内林苑計
画』において詳細に記されており、本
書は、この計画を読み解いた 12 名の
ランドスケープの専門家によって、森
の見どころや楽しみ方を図版を使って
わかりやすく紹介したものです。
　本書の構成は、「第一章　前代未聞
の神社を考える」「第二章　林苑の風
景を作りこむ」「第三章　100 年後に
向けて風景を育てる」となっていま
す。私自身が執筆を担当した、第三章
内の「水を制する者は森を制す」では、
この大規模な森を維持するために行わ
れた、水環境整備について触れていま 

す。森を維持するために水収支の見直
しは不可欠であり、その結果として三
池と渓流が造成されました。
　このように、『明治神宮御境内林苑
計画』における綿密な計画を遂行した
結果、明治神宮の森は造営から 90 年
の段階で当時目指した完成形となり
ました。今後は「どのような森として
維持するか」というビジョンが求めら
れています。本書は携行しやすいサイ
ズとなっておりますので、明治神宮の
森を訪れ、森のこれまでとこれからを
考えるための「森のガイドブック」と
してご活用ください。

 押田 佳子　まちづくり工学科准教授

『林苑計画書』から読み解く 

明治神宮一〇〇年の森
明治神宮とランドスケープ研究会 著／公益財団法人東京都公園協会
2020年12月発行　1,320円（税込）

東京都公園協会 
緑と水の市民カレッジ事務局  提供
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　これまでのまちづくりに関する専門
書は第１次産業を中心とした地方都市
の活性化論（農業・漁業体験、ツーリ
ズム等）や、都市部の市街地活性化論

（再開発、商業展開、エリアマネジメ
ント等）が主流であった。しかし、わ
が国ではそれらの狭間に存在する、い

わゆるベッドタウンと称されるよう
な「近郊都市」（平たく言えば、都心
から電車で１時間～１時間半圏）が相
当数を占めるが、このような田舎でも
なく都会でもない、地域個性を見いだ
しにくい地域のあり方についてはほと
んど議論されてこなかった。こうした

観点から「近郊都市」の地域活性化・
地域再生のあり方を探究することを目
的に、2017 年度から２年間にわたり、
まちづくりの第一線に立つ本書執筆者
らによって「住民がつくるおしゃれな
まち研究会」を組織し、議論はもとよ
り事例調査やシンポジウムなどを経

 岡田 智秀　まちづくり工学科教授

住民がつくる「おしゃれなまち」
―近郊都市におけるシビックプライドの醸成―
公益財団法人日本都市センター・戸田市 編集／公益財団法人日本都市センター
2019年 3月発行　1,100円（税込）

本書の内容を広く伝えるために開催したシンポジ 
ウム（2019年３月）

　本書を執筆するきっかけは、２人の
息子が少年野球、中学硬式野球、高校
野球の経験を積む中で、親の役割が非
常に大きく、野球を教えること以外に
審判や車出し、グラウンド整備、お茶
当番など、チームをサポートする中で
いろいろと考えさせられたことです。
中学生では毎週土日の練習は１日 10
時間以上に及び、野球を辞める子ども
が出てきたり、試合中に野次を浴びせ
る親がいたり、子どもに罵声を浴びせ
る監督やコーチがいたりなど、スポー
ツとして如何なものかという場面にも
遭遇してきました。少しでもそのよう
な環境を良くしていくことができない

かと、この数年感じるようになってき
ました。
　類は友を呼ぶとはよく言ったもの
で、私がそのように感じていたころに
野球に精通している本書の共著者とな
る先生方との出会いがありました。執
筆中には、今季から読売巨人軍のコー
チに就任した桑田真澄さんにも欧州の
学会で話をうかがう機会がありまし
た。私が担当した第１章「主役は子ど
もたち」では、個々の発育発達に応じ
た指導の重要性、やる気を引き出す声
掛け、必要なサポート、第５章「走塁
を考える」では、自身の陸上競技の経
験と研究成果をいかして、誰でも走る
のは速くなる理由と練習方法、第８章

「野球をささえる人達へ」では、“教え
る”から“できるようになる”という
コーチングのパラダイムシフトにも触
れ、減少する野球人口の実情を踏ま
え、スポーツ界、野球界の問題に歯止
めをかけるべく一石を投じる内容とな
っています。北徹朗先生には、野球経

験者でも正しいボールの握り方が理
解できていない現状と、正しい握り
方、投げ方について、グリップ研究の
第一人者である山本唯博先生には、プ
ロ野球選手をはじめとするデータ分
析から見えてきた理想のリストワー
ク、身体の使い方について、野球道具
の歴史研究家の中田賢一先生には、グ
ローブの製造工程や手入れの方法に
ついて執筆いただきました。本書は、
動作の基礎に重点を置き、これまで素
質や才能という曖昧な表現で語られ
ていた部分を明らかにしようとチャ
レンジしました。野球以外のスポーツ
にも通ずる部分があると思います。

 難波 秀行　一般教育教室体育系列准教授

野球をはじめた子どもたちのために 
大人ができること　―主役は子どもたち―
難波秀行・北 徹朗・山本唯博・中田賢一 編著／デザインエッグ社
2020年 9月発行　1,940円（税込）

理 工 学 部 教 員 に よ る  自 著 紹 介
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　この書籍は、建築家の職能が多様化
しつつある現在の社会的な状況を示し
たものです。そもそも、建築家の仕事
はどのようなものなのでしょうか？　
また、建築士との違いはなんでしょう
か？　建築士というのは国家資格であ
って、その種類は一級建築士や二級建
築士、木造建築士などがあります。資
格の種類に応じて設計（設計図書の作
成）、監理（工事現場の監理）できる
建物の種類や規模が明確に定められて
います。中でも一級建築士は、設計・
監理できる建物に制限はなく、あらゆ
る建物を取り扱うことができます。し
たがって、建築家とは、この一級建築
士の資格を有し、かつ、建物をつくる
ことによって、街並みや私たちの社会
がより良くなるように試行錯誤を繰り
返し、実践している人たち、と定義す
ることができるでしょう。ですので、
時にはクライアント（発注者）の要望
に反する提案を行うこともあるので
す。
　例えば、オフィスビルを計画する際
に、クライアントが要望するデザイン

が、周囲の街並みにそぐわないと判断
される場合は、その要望に異を唱えな
ければなりません。商業施設の計画の
場合では、クライアントがナショナル
チェーン店をテナントとして希望した
としても、それが計画地の地域性に不
適当だと思われる場合は、他のテナン
ト、あるいは用途の必要性を述べる必
要があります。また、異を唱えるだけ
でなく、自ら代替案を提示して、その
案の妥当性を証明しなければなりま
せん。そのためには、企画やリサー
チ、コンサルティングという、設計・
監理の前段階の作業が極めて重要にな
ってきます。さらに、工事が完了した
後に、その建物が健全に運営されてい
くことも重要ですので、建築家が建物
の運営に携わるケースもあります。こ
うした従来の仕事の範囲を超えて、設 
計・監理業務の前後の段階へ積極的に
関与し、自らのプレゼンスを発揮する
建築家が増えているのです。
　この書籍は、職能の拡張を続ける８
組の建築家へのインタビュー集をメイ
ンに構成されており、建築家が職能を

広げることの可能性を探っています。
本書における筆者の役割は、書籍全体
の監修と巻頭論考の執筆、および巻頭
鼎談やインタビューの収録など多岐
にわたっています。とくにインタビュ
ーでは、筆者自身がこれまで携わった
プロジェクトを紹介し、企画やリサー
チ、建物運営など、設計・監理以外の
業務が持つ可能性について述べてい
ます。

　「６ 研究室でリサーチやコンサルティン

グを担い、良い設計与件をつくっていく」

には、まちづくり工学科の落合正行助教が

登場します。

 古澤 大輔　建築学科准教授

アーキテクトプラス　“設計周辺”を巻き込む
古澤大輔・岡部修三・ツバメアーキテクツ 監修／ユウブックス
2019年5月発行　2,530円（税込）

「家族の文化祭」の様子。開業以来、イベント時の来場者は少しずつ増え、今では一日
あたり5,000名を超えるようになっている。

筆者が設計した「中央線高架下プロジェクト／コミュニティステーション東
小金井」では「家族の文化祭」という地域開放イベントを定期開催している。
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　人と深く付き合う際には、その人の
生い立ちや履歴を知ることが大切なよ
うに、まちと深く関わる際には、その
まちの成り立ちをよく知ることが重要
です。今の姿を見ているだけでは、有
機的に変化を続けるまちを本質的に理
解し、将来の姿を的確に予測すること
はできません。ゆえにまちづくりに携
わる技術者は、まず、まちの成り立ち
を読み解くことから仕事を始めます。
つまり、まちの成り立ちを読み解く技
術は、技術者として必要不可欠な技術
と言えるでしょう。
　そうしたまちづくりの一助となるの
が、本書『みる・よむ・あるく　東京
の歴史』です。さまざまな人が暮らす
まちの成り立ちは、多様な視点から多
面的に読み解く必要があります。巨大
都市（メガロポリス）東京の成り立ち

となれば、なおのことです。全 10 巻
に及ぶ本書は、原始・古代から現代に
至る東京の歩みについて、多彩な執筆
陣が 200 にわたるテーマから執筆し
ています。全 10 巻のうち、１～３巻
は通史編として、原始・古代、中世、
近世、近現代の区分で、テーマに沿っ
た史料を題材に時代の流れを描いてい
ます。４～ 10 巻は地帯編として、市
区町村単位の固有の歴史をひもといて
います。
　本書の各テーマは、「みる」「よむ」 

「あるく」の 3 つのパートで構成され
ています。
　「みる」では、古文書や記録、絵図・
地図・写真など、各テーマを代表する
ような史料を一点取り上げ、その史料
についてわかりやすく解説していま
す。「よむ」では、「みる」で取り上げ

た史料を窓口として、関連する史料や
事項にも触れながら歴史の事実を解
き明かしています。「あるく」では、 

「みる」「よむ」を踏まえ、関係する場
所や史料を紹介しながら現在のまち
を案内するなど、より深く歴史を学ぶ
ための道筋を記しています。
　私が執筆したのは、通史編第２巻

「江戸時代」の第 1 章「江戸のインフ
ラ「湊と河岸」」です。
　江戸時代は、現在に通ずる東京の都
市基盤が形成された時代で、東京の成
り立ちを理解する上でもっとも重要
な時代です。現在の暮らしからは想像
しにくいかもしれませんが、江戸時代
の主要な交通手段は舟運でした。その
ため、江戸の市中には舟の通り道であ
る水路がまさに縦横に張り巡らされ、
さらに水路沿いには人や物を積み下
ろしする河岸が配置され、江戸はさな
がら巨大な湊町でした。これが、江戸
そして東京が、“水都”と呼ばれる所
以です。そうした 400 年以上続く水
都が、どのように計画・設計されたの
か、その謎を解き明かしています。
　身近なまちの歴史を知るために、そ
して変化を続ける東京の将来を見通
すために、ぜひ本書を手にとって見て
ください。

 阿部 貴弘　まちづくり工学科教授

みる・よむ・あるく 東京の歴史２
通史編２  江戸時代
池  享・櫻井良樹・陣内秀信・西木浩一・吉田伸之 編／吉川弘文館
2017年11月発行　3,080円（税込）

上空を首都高速の高架橋で覆われた現在の日本橋と日本橋川
（現在、日本橋と日本橋川を覆う首都高速道路の高架橋を地下化するプロジェクトが進められています。ところ
で、江戸時代には日本橋のたもとに魚河岸が置かれ、橋の下を流れる日本橋川は自然河川ではなく舟運のため
に開削された人工の水路であることを、皆さんはご存じでしょうか？）

理 工 学 部 教 員 に よ る  自 著 紹 介
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理
工
学
部
航
空
宇
宙
工
学
科
へ

　
私
が
小
学
生
の
と
き
、
人
類
が
月
へ
到
達

し
た
。
中
学
生
の
と
き
に
は
、
日
本
大
学
理

工
学
部
の
人
力
飛
行
機
ス
ト
ー
ク
Ｂ
が
世
界

記
録
を
樹
立
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
少
年

の
心
に
と
て
も
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
航
空

宇
宙
工
学
の
道
へ
進
み
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
。
高
校
生
の
と
き
に
は
、
自
然
科
学

の
啓
蒙
書
で
あ
る
ブ
ル
ー
バ
ッ
ク
ス
の
中
か

ら
宇
宙
関
係
の
本
を
読
ん
で
い
た
。
そ
の
中

で
恒
星
間
の
航
行
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段

と
し
て
、
反
物
質
推
進
や
星
間
物
質
を
利
用

し
た
推
進
シ
ス
テ
ム
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
ま

だ
世
の
中
に
な
い
新
し
い
推
進
シ
ス
テ
ム
に

興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
将
来
、
宇
宙

推
進
シ
ス
テ
ム
を
開
発
で
き
る
技
術
者
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
、
本
学
部
の
航
空
宇
宙
工

学
科
へ
進
学
し
た
。 

飛
行
制
御
シ
ス
テ
ム
の
研
究 

（
卒
業
研
究
と
修
士
課
程
で
の
研
究
）

　
３
年
生
後
期
の
卒
業
研
究
を
選
択
す
る
時

期
に
な
っ
た
。
依
然
と
し
て
、
推
進
工
学
に

は
関
心
は
あ
っ
た
も
の
の
、
推
進
工
学
に
は

流
体
力
学
が
と
て
も
重
要
で
あ
る
。
残
念
な

が
ら
、
学
部
の
科
目
で
最
も
苦
手
な
の
が
流

体
力
学
と
な
っ
て
い
た
。
推
進
シ
ス
テ
ム
の

実
現
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
が
関
わ
っ
て

い
る
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、
そ
の
と
き

興
味
の
あ
っ
た
制
御
工
学
を
卒
業
研
究
の
テ

ー
マ
と
し
て
選
ぶ
こ
と
に
し
た
。
卒
業
研
究

と
修
士
課
程
の
間
、
嶋
田
有
三
先
生
の
下

で
、
適
応
制
御
理
論
を
利
用
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
飛
行
条
件
下
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
飛
行
し
や

す
い
特
性
に
す
る
研
究
を
行
っ
た
。
こ
の
と

き
、
計
測
自
動
制
御
学
会
の
適
応
制
御
理
論

の
研
究
会
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

複
雑
系
の
制
御
シ
ス
テ
ム
に
興
味
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
太
陽
発
電
衛
星
の

よ
う
な
大
規
模
宇
宙
シ
ス
テ
ム
の
軌
道
及
び

姿
勢
制
御
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
が
、
実
際
の
開
発
現
場
で
は
宇
宙
機

に
は
高
度
な
制
御
シ
ス
テ
ム
は
不
要
で
あ
る

と
否
定
的
な
意
見
ば
か
り
を
聞
か
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
そ
ん
な
と
き
、
嶋
田
先
生
を
通

し
て
江
良
嘉
信
先
生
が
助
手
を
探
し
て
い
る

と
紹
介
さ
れ
、
研
究
課
題
の
話
を
伺
う
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
乱
流
混
合
に
関
す
る

研
究
で
あ
り
、
煙
突
の
煙
の
拡
散
の
よ
う
な

日
常
的
に
見
て
い
る
現
象
で
も
人
類
は
予
測

す
る
手
段
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
現

象
を
解
明
し
て
い
こ
う
と
誘
わ
れ
た
。
研
究

者
へ
の
憧
れ
も
あ
っ
た
の
で
、
修
士
修
了
後

の
４
月
か
ら
江
良
研
究
室
で
副
手
と
し
て
研

究
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

熱
線
に
よ
る
測
定
法
と 

乱
流
噴
流
の
研
究

　

江
良
研
究
室
で
は
、
研
究
に
必
要
な
流

体
力
学
（
乱
流
、
境
界
層
や
噴
流
）、
燃
焼
、

電
気
回
路
、
デ
ー
タ
処
理
、
お
よ
び
将
来
の

講
義
の
た
め
の
物
理
化
学
な
ど
を
勉
強
し
な

が
ら
研
究
を
進
め
た
。
研
究
テ
ー
マ
は
、
燃

焼
現
象
の
基
礎
研
究
と
し
て
、
空
気
中
に
他

の
気
体
を
噴
出
し
た
噴
流
の
乱
流
混
合
過
程

を
実
験
的
に
調
べ
る
こ
と
で
あ
る
。
初
め
に

測
定
法
を
開
発
す
る
こ
と
に
な
り
、
熱
線 

（
加
熱
し
た
金
属
細
線
）
と
ソ
ニ
ッ
ク
ノ
ズ

航
空
宇
宙
工
学
科
教
授
　
　
村
松 

旦
典

Som
ething new

,  
 

Som
ething different

テキサス大学の乱流燃焼研究グループ（右から２人目がクレメンス先生、
左端が実験をサポートしてくれた博士課程のミルコさん）

ISFV17に参加（米国・ガトリンバーグ）
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ル
を
組
み
合
わ
せ
た
濃
度
測
定
用
の
プ
ロ
ー

ブ
と
熱
線
を
併
用
し
た
濃
度
と
速
度
の
測
定

法
の
開
発
を
目
指
し
た
。
実
験
に
必
要
な
負

帰
還
型
増
幅
器
を
自
作
し
、
濃
度
場
と
速
度

場
の
乱
流
統
計
量
を
得
る
た
め
の
セ
ン
サ
か

ら
の
信
号
処
理
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て

行
っ
た
。
隣
で
実
験
を
し
て
い
た
本
橋
龍
郎

先
生
か
ら
は
文
献
の
提
供
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
。
新
た
な
測
定
法
で

こ
れ
ま
で
得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
乱
流
統
計

量
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
論
文
も
３
本
書

け
た
の
で
、
江
良
先
生
に
学
位
論
文
に
な
ら

な
い
か
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
課
程
博
士
な
ら

十
分
だ
が
論
文
博
士
な
の
で
あ
と
一
つ
新
た

な
こ
と
を
や
っ
て
み
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
。

こ
こ
ま
で
が
20
代
で
の
研
究
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
濃
度
測
定
用
プ
ロ
ー
ブ
と
熱
線

を
使
用
し
て
、
温
度
が
変
化
す
る
流
れ
場
の

温
度
と
速
度
の
測
定
が
で
き
な
い
か
試
み
る

こ
と
に
し
、
実
験
を
行
い
な
が
ら
二
つ
の
セ

ン
サ
の
信
号
か
ら
温
度
と
速
度
を
求
め
る
た

め
の
関
係
式
を
導
く
こ
と
が
で
き
た
。
し
か

し
、
肝
心
な
温
度
の
変
動
成
分
が
減
衰
し
て

し
ま
い
、
こ
の
研
究
は
こ
こ
で
止
め
る
こ
と

に
し
た
。
江
良
先
生
か
ら
半
導
体
圧
力
セ
ン

サ
を
紹
介
さ
れ
、
濃
度
測
定
用
プ
ロ
ー
ブ
と

半
導
体
圧
力
セ
ン
サ
を
併
用
し
た
測
定
法
を

考
え
た
。
大
変
動
を
与
え
た
噴
流
拡
散
火
炎

は
小
型
で
青
色
な
浮
き
上
が
り
火
炎
と
な

る
。
そ
の
測
定
法
を
上
述
の
流
れ
場
に
適
用

し
、
濃
度
場
の
流
れ
方
向
分
布
に
極
小
値
を

持
つ
こ
と
を
見
つ
け
、
そ
の
理
由
を
説
明
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
結
果
も
論
文
と
な

り
、
前
の
研
究
と
合
わ
せ
て
学
位
論
文
に
ま

と
め
た
。
こ
こ
ま
で
で
ほ
ぼ
30
代
が
終
わ
ろ

う
と
し
て
い
た
。

剪
断
流
れ
の
渦
構
造
と 

そ
の
制
御
の
研
究

　
噴
流
に
よ
る
混
合
な
ど
の
諸
特
性
を
制
御

す
る
た
め
に
は
、
噴
流
初
期
領
域
に
現
れ
る

秩
序
構
造
と
も
言
わ
れ
る
渦
構
造
を
理
解

し
、
制
御
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
最
初

の
測
定
法
の
研
究
を
行
っ
て
い
た
と
き
、
シ

ュ
リ
ー
レ
ン
法
に
よ
る
可
視
化
写
真
か
ら
、

ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
と
炭
酸
ガ
ス
を
噴
出
し
た
場

合
、
両
者
は
ノ
ズ
ル
出
口
直
後
か
ら
大
き
く

変
わ
る
こ
と
を
目
に
し
て
い
た
。
と
く
に
、

ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
噴
流
で
は
噴
流
に
分
岐
現
象

が
見
ら
れ
、
こ
の
現
象
に
興
味
を
持
っ
た
。

分
岐
現
象
は
す
で
に
論
文
で
発
表
さ
れ
て
い

た
が
、
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

も
分
か
り
、
噴
流
の
分
岐
現
象
と
渦
構
造
の

制
御
を
研
究
室
の
主
な
テ
ー
マ
に
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
企
業
の
ご
好
意
で
レ
ー
ザ
光
源

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
レ
ー
ザ
を
使
っ
て

流
れ
の
可
視
化
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

40
代
前
半
で
、
学
科
の
都
合
に
よ
り
熱
工
学

の
系
列
か
ら
流
体
工
学
の
系
列
に
移
動
す
る

こ
と
に
な
り
、
本
橋
先
生
と
共
同
で
研
究
す

る
テ
ー
マ
も
設
定
し
た
。
工
学
的
に
は
応
用

が
少
な
い
こ
と
か
ら
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
て

い
な
い
低
レ
イ
ノ
ル
ズ
数
領
域
の
噴
流
の
研

究
で
あ
る
。
標
題
は
私
が
研
究
テ
ー
マ
を
決

め
る
に
あ
た
っ
て
考
え
て
い
る
こ
と
で
、
人

の
や
っ
て
い
な
い
こ
と
を
や
ろ
う
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　
40
代
後
半
で
、
テ
キ
サ
ス
大
学
の
ク
レ
メ

ン
ス
先
生
の
研
究
室
（
光
学
計
測
・
乱
流
燃

焼
・
超
音
速
流
れ
）
に
３
カ
月
間
派
遣
し
て

い
た
だ
く
機
会
を
得
た
。
こ
の
前
に
訪
問
し

た
と
き
に
は
学
科
の
ゼ
ミ
で
大
変
動
を
伴
う

噴
流
場
に
つ
い
て
１
時
間
ほ
ど
話
し
、
彼
ら

の
研
究
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
噴
流

の
分
岐
現
象
の
重
要
性
を
説
明
し
、
そ
の
た

め
の
実
験
を
テ
キ
サ
ス
大
学
の
設
備
を
使
っ

て
行
っ
た
。
こ
の
実
験
は
博
士
課
程
の
学

生
（
イ
タ
リ
ア
か
ら
の
留
学
生
）
が
協
力
し

て
く
れ
た
。
こ
の
と
き
の
成
果
は
、
噴
流
の

国
際
会
議
と
米
国
物
理
学
会
な
ど
で
発
表
し

た
。
レ
ー
ザ
に
よ
る
可
視
化
や
計
測
法
に
つ

い
て
も
実
地
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
非
常
に

楽
し
い
経
験
を
し
た
。
イ
ン
ド
か
ら
の
留
学

生
が
Ｄ
Ｃ
プ
ラ
ズ
マ
に
よ
る
衝
撃
波
の
制
御

を
研
究
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
日
本
に
戻

っ
て
本
橋
先
生
、
大
竹
智
久
先
生
と
、
安
全

な
Ｄ
Ｂ
Ｄ
プ
ラ
ズ
マ
を
使
っ
た
翼
面
上
の
流

れ
の
剥
離
制
御
の
研
究
を
始
め
た
。
プ
ラ
ズ

マ
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
の
研
究
は
日
本
で
は
ほ

と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
時
期
に
開
始
し
た

の
で
、
日
本
流
体
力
学
会
誌
の
特
集
記
事
で

私
た
ち
の
研
究
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
３

次
元
で
時
系
列
デ
ー
タ
と
し
て
噴
流
を
可
視

化
す
る
手
法
を
開
発
し
た
。
現
在
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
実
験
手
法
と
数
値
計
算
を
使
用
し

て
、
剪
断
流
れ
の
渦
構
造
の
解
明
と
制
御
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
噴
流
の
分
岐
現
象
も
制

御
し
た
実
験
と
数
値
実
験
に
よ
り
お
お
よ
そ

の
こ
と
は
解
明
で
き
た
と
思
っ
て
い
る
。 

　
こ
れ
ま
で
研
究
が
継
続
で
き
た
の
は
、
多

く
の
学
生
た
ち
の
協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
学
内
の
先
生
だ
け
で
な
く
、
研

究
活
動
を
通
し
て
知
り
合
っ
た
多
く
の
先
生

方
と
の
議
論
や
雑
談
が
研
究
を
進
め
る
上
で

役
立
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
深
く
感
謝
す
る
。

むらまつ　あきのり

1982 年３月	 日本大学理工学部航空宇宙工学科卒業
1984 年３月	 	日本大学大学院理工学研究科	

航空宇宙工学専攻博士前期課程修了
1984 年４月	 日本大学理工学部　副手
1986 年４月	 日本大学理工学部　助手
1995 年４月	 日本大学短期大学部　専任講師
1998 年３月	 博士（工学）（日本大学）
1998 年４月	 日本大学理工学部　専任講師
2003 年４月	 日本大学理工学部　助教授
2007 年１月	 	テキサス大学　客員助教授（同年３月まで）
2011 年４月	 日本大学理工学部　教授

分岐するように制御した噴流の３次元可視
化画像

分岐するように制御した噴流の数値計算（渦
構造の抽出とトレーサによる流れ場の可視化）
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土木学会景観・デザイン研究発表会 
2020年度（第16回）優秀講演賞（35歳以下部門）

まちづくり工学専攻博士前期課程２年　松岡 七海
都市型人工海浜における整備要件および利用特性に関する研究 

―都内初の区立人工海浜大森ふるさとの浜辺公園を対象として―

軽金属学会　令和２年度軽金属希望の星賞
精密機械工学専攻博士前期課程２年　熊谷 祐太

電気学会2020年電子・情報・システム部門 
技術委員会奨励賞

精密機械工学専攻博士前期課程２年 　森下 克幸

高橋研究室
応用情報工学科

高橋　聖 教授 
TAKAHASHI, Sei

福田 卓海 助手 
FUKUDA, Takumi

［ 船橋 ］	２号館１階213A・B室研究力・コミュニケーション能力を育む

　私たちの研究室では、人工知能技術を
使った研究を幅広く進めています。例え
ば、安全・快適なモビリティ（交通）や、
夢のヒューマンインタフェースの実現を
目指した研究などを行っています。
　鉄道分野では、ラッシュ時の列車遅延
を解消する方策の研究を行っています。
機械学習を利用して、実際の列車の運行
を精度良く再現できるシミュレータを開
発し、方策の有効性を確認します。
　自動車分野では、車がスムーズに走れ
るように、たくさんの信号機を最適に制
御する研究をしています。交差点ごとの
信号機の青信号になる最適なタイミング
を、進化的計算を利用して短時間で見つ
け出します。これにより、赤信号で止ま
ることが少なくなり、より早く目的地に
着くことができます。
　ヒューマンインタフェースの分野で
は、脳活動の情報で機器を操作するブレ

インコンピュータインタフェースの研究
を行っています。これが実現すれば、将
来のヒトと機械をつなぐ新たなインタフ
ェースとして期待できます。
　また、私たちの研究室では、企業や外
部の研究所との共同研究も行っていま
す。さらに、研究だけではなく、ものづ
くりを通したコミュニケーション能力を
育むことも重視しています。例えば、研
究室で企画したメカトロニクスコンテス
トを、毎年夏休みに開催しています。そ
こでは、各チームで先輩と後輩が協力し
て組込みシステムを製作し、その完成度
を競い合います。このコンテストは他学
部を含めたほかの研究室のチームも参加
してくださり、研究室の一大イベントと
して続けられています。
　現在はコロナ禍で対面によるコミュニ
ケーションは難しいですが、状況が改善
したら、また皆で楽しく研究・ものづく

り活動をしていきたいと思っています。
（写真：前列左から３人目が高橋教授、
４人目が中村英夫名誉教授、後列右端が
福田助手）

脳と機械をつなぐインタフェース

交通信号機最適制御アプリケーション

2019年８月　メカトロニクスコンテスト2019
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受
賞
報
告

2020年12月～2021年２月　（開催・表彰。学科順）

13th ATRANS Annual Conference　Best Paper Award
 交通システム工学科助手　菊池 浩紀
 交通システム工学科４年　牛嶋 祥寛
 交通システム工学科教授　福田 　敦

Analysis of Impact of COVID-19 Measures on Travel Behavior:  
Perspective from International Comparison

土木学会舗装工学委員会　舗装工学論文集第25巻 舗装工学論文奨励賞
 交通システム工学科助教　山中 光一　　　
 交通システム工学科教授　峯岸 邦夫　ほか

透水性舗装のフィルター層に用いる強化不織布の必要性能の検討

素粒子論研究室
物理学科

自然界の基本法則の理解をめざして

　素粒子物理学は自然界の最も基本的な
物理法則の理解を目標とする研究分野で
す。素粒子論研究室では、主に素粒子物
理学の理論的側面の研究を行っていま
す。極微の世界を扱う分野ですが、極微
の物理法則が宇宙全体の構造にも影響を
与えるため、宇宙の成り立ちや時空構造
等も研究対象になります。また純粋に数
理物理学的な興味に基づいた題材が研究
テーマになることもあります。学部の授
業では扱わないような物理学や数学が必
要になるため、学生の皆さんにとっては
研究に着手するまでの道のりがとても長
く感じられるかもしれませんが、大学院
の博士前期課程や後期課程まで進学して
研究を突き詰める学生も多いです。
　研究室のひとつの特徴として、日大理
工内で連携している研究者がとても多い
という点が挙げられます。物理学科・物
理学専攻所属のメンバーと、日常的に連

携している量子科学研究所・量子理工学
専攻所属のメンバーが、素粒子論グルー
プの主な構成メンバーですが、このほか
にも卒業生や研究分野の近い研究者が一
般教育教室や短期大学部にも多数在籍し
ており、これらの研究者も含めると非常
に大きな研究グループになります。この
ため、合宿やコロキウム等のイベントは
大人数で活気あるものになります。
　またもうひとつの特徴として、研究室

の歴史が挙げられます。物理学科および
量子科学研究所は、日本で最初のノーベ
ル物理学賞受賞者であり、現代素粒子論
の生みの親とも言える湯川秀樹先生の進
言によって創設されました。このため、
研究室OBの先生方からは当時の研究室
の雰囲気や湯川先生の自由で大胆な発想
等についてお話を聞く機会が多く、こう
したことは現在の研究室の自由な雰囲気
にも影響を与えていると感じています。

二瓶 武史 教授 
NIHEI, Takeshi

三輪 光嗣 准教授 
MIWA, Akitsugu

［駿河台］	８号館821C・G室

極微の世界の階層性 卒業研究の様子

2019年８月　素粒子論グループ合同合宿
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『ロウフィールド館の惨劇』 
ルース・レンデル	著、小尾芙佐	訳／ＫＡＤＯＫＡＷＡ（角川文庫）

　この本はミステリー作品なのですが、一文目から犯人とその動機が分か
るという変わった構成をしています。その衝撃的な一文から始まり、読み進
めていくことでどういった経緯のもと殺人事件に至ったかが明らかにされて
いくのは、ある種の謎が解けていくような感覚を読者に与えてくれます。
　犯人は非識字者であったために殺人を犯してしまいましたが、それを改
める機会はたくさんありました。人には隠しておきたいことの一つや二つあ
ると思いますが、それを克服するのに遅すぎるということはないと思います。
変わりたいと思ったときに勇気を出して他人に打ち明け、変わろうとするべ
きだと思わせてくれる一冊です。� （物質応用化学科４年　森　優斗）

『その手に触れるまで』
　2020 年 10 月 16 日（関係ないけど『劇場版　鬼滅の
刃』公開日）、フランスで中学校教師が市中で斬首される
というテロ事件が発生し世界を震撼させました。宗教原理
主義による教師殺し。その前年に公開されていたダルデン
ヌ兄弟の最新作はまさにそれをテーマとした作品です。移
民、貧困、孤立、家庭崩壊、一貫して「社会問題」に取り
組んできた彼らにとって、「宗教」を扱う作品を撮ること
は必然だったのかもしれません。特殊な視覚効果も背景音
楽もない、ただ日常風景と生活音からなる「美しい」映像
を通して、そうした現代的「問題」を考えてみるのもよい
と思います。� （一般教育教室初修外国語系列准教授　石部�尚登）
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『アイアン・ジャイアント』
　人と知性を持つロボットの友情を描く作品のなかでも、
この『アイアン・ジャイアント』がとくにおすすめです。
時代設定は、ソビエトからスプートニク１号が打ち上げら
れた 1957 年。科学技術が発展し始め、これから人々の
生活が豊かになっていくなか、少年ホーガースと知性を持
った巨大ロボット、アイアン・ジャイアントは出会います。
時代背景と相まって、ロボットの動力や知性から、現代で
も追いつけないほどの科学力を感じさせられ、ロボットの
魅力が際立ちます。友情を描きつつ科学への風刺のような
メッセージ性もあり、多角的に語ることができる作品です。
� （精密機械工学専攻博士後期課程１年　武田�健嗣）
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研究事務課
●��理工学部が独自に学術交流を締結している
覚書校との交換留学生派遣及び受入れに関
すること

●��教員の学術研究活動に関すること�
理工学研究所に関すること�
産官学連携研究に関すること� �
覚書校との教員の派遣及び受入れに関する
こと

駿河台：10号館３階	 03-3259-0929

教務課（入試係）
●��入学試験（大学院）に関する情報提供
●��入学試験（学部・大学院・短期大学部）に関
する情報提供

　��受験生の理工学部見学等に関する入試広報活動
　�受験生へ学部案内

駿河台：１号館１階	 03-3259-0578
船 橋：	13号館１階（インフォメーションセンター）	

	 	 047-469-6249

会計課
●��学費（振込依頼書の発送・台帳の電算処理・
管理・保管等）に関すること	
セミナーハウス使用料金の収納に関すること�
その他各費用の収納及び支払に関すること
（船橋校舎は庶務課が窓口）
●��予算申請書・決算報告書に関すること�
経理統計及び報告に関すること�
補助金の経理に関すること�
学術研究助成金及び出版助成金の経理に関
すること�
後援会の経理に関すること�
寄付金に関すること�
その他経理に関すること

駿河台：10号館４階	 03-3259-0598

教務課
●��履修登録、成績に関すること�
授業、休講、補講に関すること�
定期試験、追試験等に関すること�
学生証、在学・成績等証明書の発行に関する
こと�
休学、復学、退学、卒業等に関すること�
教職課程、学芸員課程に関すること�
海外留学に関すること�
現住所、氏名等の変更に関すること�
学生の学会参加等に伴う経費補助に関する�
こと

●��卒業生に対する卒業・成績等証明書の発行に
関すること

駿河台：１号館１階	 03-3259-0580
船　橋：14号館１階	 047-469-5304

管財課
●��教室・実験室等施設の修繕に関すること�
施設・設備関係のメンテナンスの窓口�
各種建物図面等の相談�
ポータブルマイク等物品の貸出し�
冷暖房の調整・蛍光灯の交換等室内環境に関
すること�
粗大ゴミ・産業廃棄物の廃棄に関すること

●��施設・設備関係の営繕・改修に関すること�
物品の調達に関すること�
業務委託・リースに関すること�
火災・損害保険に関すること�
固定資産の管理に関すること�
粗大ゴミ・産業廃棄物・実験廃液・廃試薬の
廃棄に関すること

駿河台：10号館２階	 03-3259-0620
船　橋：13号館１階	 047-469-5620

庶務課
●��キャンパスの美化（清掃等）に関すること�
キャンパスの安全（防災・警備等）に関する
こと（食料と水の備蓄及びAED設置等）�
休日・夜間の研究室等の使用手続きに関する
こと�
TAの交通費の申請に関すること�
TAの出勤簿に関すること�
TA・RAの手当に関すること�
理工サーキュラーの発行

●��諸式・諸行事に関すること�
公開市民大学に関すること�
後援会に関すること�
郵便及び宅配便に関すること�
教職員の国内・海外出張手続きに関すること�
各種文書の取扱い及び整理・保管に関するこ
と�
各種渉外に関すること�
会議室等施設使用の手続きに関すること�
教職員の福利厚生等に関すること

駿河台：10号館６階	 03-3259-0514
船　橋：13号館１階	 047-469-5330

就職指導課
●		就職に関すること	
就職・キャリア相談�
求人票の公開�
NU就職ナビ�
就職・キャリア支援プログラムの実施�
（インターンシップガイダンス／適性試験模
試／面接講座／学内セミナー等）�
公務員試験対策プログラムの実施�
（公務員試験対策講座／合格体験談／模擬面
接／論文添削）�
教員試験対策プログラムの実施�
（教員採用試験対策講座／模擬試験）

駿河台：タワー・スコラ６階	 03-3259-0644
船　橋：13号館１階（キャリア支援センター）
	 047-469-5202

学生課（保健室、学生支援室）
●		学生の厚生補導に関すること	
学生の健康管理・健康診断�
学生相談�
通学証明・学割証明�
学内外各種奨学金�
拾得物・遺失物�
学部祭等行事�
留学生のサポート�
学生団体（サークル）の活動�
下宿・アパート相談会�
傷害事故等の報告�
障がい学生に対する支援�
八海山セミナーハウス・天文台の利用�
学生食堂・購買部

学生課
駿河台：１号館１階	 03-3259-0608
船　橋：14号館１階	 047-469-5395

保健室
駿河台：タワー・スコラ１階	 03-3259-0612
船　橋：14号館１階	 047-469-5222

学生支援室
駿河台：タワー・スコラ１階	 03-3259-0611
船　橋：14号館１階	 047-469-5296

学生支援室予約（E-mail）
駿河台：cst.suru-gakuseishien@nihon-u.ac.jp
船　橋：	cst.funa-gakuseishien@nihon-u.ac.jp

図書館事務課
●�	学修・研究に必要な資料・情報の収集と提供
に関すること�
資料の貸出・返却・予約・閲覧・複写�
レファレンスサービス（資料等に関する相
談）�
図書館相互利用（文献複写・現物貸借等）�
図書館所蔵資料の検索（OPAC）�
グループ学習室の予約

●�	教育・研究に必要な資料・情報の収集と提供
に関すること�
資料の貸出・返却・予約・閲覧・複写�
レファレンスサービス（資料等に関する相
談）�
図書館相互利用（文献複写・現物貸借等）�
図書館公開講座

駿河台：お茶の水校舎４階	 03-3259-0639
船　橋：図書館	 047-469-5340

事務局からの	
お知らせ

各課の仕事を紹介します。
●：学生生活に関する業務
●：教職員・対外に関する業務
■の業務は、それぞれの課で直接手続きす
るなど、学生諸君と関係の深いものです。
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　本学部の教員が執筆した書籍を特集しました。学部全体か
らするとほんの一部を紹介しただけですが、それでもバラエテ
ィの豊かさと、それぞれの執筆意図の違いを感じていただけ
たのではないでしょうか。昔は難しい専門書の執筆を頼まれる
ことが多かったのですが、近年は専門分野を解説するための
執筆が増え、専門分野を一般の方にわかりやすく伝えるために
書き方を工夫するようになりました。本学部の教員が執筆した
書籍を、ぜひ書店で探してください。ところで、この編集後記
右上にある大学院入試日程に気づきましたか？ （居駒）

理工学部のホームページでは最新号からバックナンバーまで見られます。

数学専攻

土木工学専攻

航空宇宙工学専攻

機械工学専攻

物理学専攻

建築学専攻

交通システム工学専攻

電子工学専攻

電気工学専攻

精密機械工学専攻

量子理工学専攻

海洋建築工学専攻

物質応用化学専攻

まちづくり工学専攻

日本大学大学院理工学研究科 
博士前期課程入学試験（一般第１期）

Web登録期間�
� ５月21日㊎〜６月４日㊎18時まで

出願期間� ６月３日㊍〜６月10日㊍

試験日� ７月４日㊐

合格発表� ７月７日㊌ 15時
各入学試験の詳細については、各入学試験募集要
項または入学試験要項等をご確認ください。


